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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアブラケット標準偏差、コアブラケット最大差、最大コアブラケット、及び最小コア
ブラケットを有する吸収性コアを備える２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を
備えるパッケージの群であって、前記群は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシート、第１のバックシート、第１の吸収性コア、及び第１の一対のサイ
ドシームを含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシート、第２のバックシート、第２の吸収性コア、及び第２の一対のサイ
ドシームを含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第２のパッケージと、
　を含み、
　前記第１の吸収性コア及び第２の吸収性コアの各々は、等しい長手方向長さのコアブラ
ケット１０個に分割され、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第２のサイズの前記第２の吸収性コアの前記コアブラケット標準偏差が、前記第１
のサイズの前記第１の吸収性コアの前記コアブラケット標準偏差よりも小さい、パッケー
ジの群。
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【請求項２】
　コアブラケット標準偏差、コアブラケット最大差、最大コアブラケット、及び最小コア
ブラケットを有する吸収性コアを備える２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を
備えるパッケージの群であって、前記群は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシート、第１のバックシート、第１の吸収性コア、及び第１の一対のサイ
ドシームを含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシート、第２のバックシート、第２の吸収性コア、及び第２の一対のサイ
ドシームを含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第２のパッケージと、
　を含み、
　前記第１の吸収性コア及び第２の吸収性コアの各々は、等しい長手方向長さのコアブラ
ケット１０個に分割され、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第２のサイズの前記第２の吸収性コアの前記コアブラケット最大差が、前記第１の
サイズの前記第１の吸収性コアの前記コアブラケット最大差よりも小さい、パッケージの
群。
【請求項３】
　コアブラケット標準偏差、コアブラケット最大差、最大コアブラケット、及び最小コア
ブラケットを有する吸収性コアを備える２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を
備えるパッケージの群であって、前記群は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシート、第１のバックシート、第１の吸収性コア、及び第１の一対のサイ
ドシームを含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシート、第２のバックシート、第２の吸収性コア、及び第２の一対のサイ
ドシームを含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第２のパッケージと、
　を含み、
　前記第１の吸収性コア及び第２の吸収性コアの各々は、等しい長手方向長さのコアブラ
ケット１０個に分割され、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第２のサイズの前記第２の吸収性コアの前記最大コアブラケットが、前記第１のサ
イズの前記第１の吸収性コアの前記最大コアブラケット以下である、パッケージの群。
【請求項４】
　コアブラケット標準偏差、コアブラケット最大差、最大コアブラケット、及び最小コア
ブラケットを有する吸収性コアを備える２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を
備えるパッケージの群であって、前記群は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシート、第１のバックシート、第１の吸収性コア、及び第１の一対のサイ
ドシームを含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシート、第２のバックシート、第２の吸収性コア、及び第２の一対のサイ
ドシームを含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、かつ閉じた形態である、
第２のパッケージと、
　を含み、
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　前記第１の吸収性コア及び第２の吸収性コアの各々は、等しい長手方向長さのコアブラ
ケット１０個に分割され、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第２のサイズの前記第２の吸収性コアの前記最小コアブラケットが、前記第１のサ
イズの前記第１の吸収性コアの前記最小コアブラケット以上である、パッケージの群。
【請求項５】
　前記第１の吸収性コアが、１０ｇ～３５ｇのコアブラケット標準偏差を有する、請求項
１～４のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項６】
　前記第２の吸収性コアが、１ｇ～１５ｇのコアブラケット標準偏差を有する、請求項１
～５のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項７】
　前記第１の吸収性コアが、４５％～８５％のコアブラケット最大差を有する、請求項１
～６のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項８】
　前記第２の吸収性コアが、１％～５５％のコアブラケット最大差を有する、請求項１～
７のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項９】
　前記第１の吸収性コアが、７０ｇ～９５ｇの最大コアブラケットを有する、請求項１～
８のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１０】
　前記第２の吸収性コアが、５５ｇ～８０ｇの最大コアブラケットを有する、請求項１～
９のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１１】
　前記第１の吸収性コアが、１５ｇ～４５ｇの最小コアブラケットを有する、請求項１～
１０のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１２】
　前記第２の吸収性コアが、３５ｇ～６５ｇの最小コアブラケットを有する、請求項１～
１１のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１３】
　前記第１の吸収性コアが、４０重量％未満のセルロース系エアフェルト材料を含む、請
求項１～１２のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１４】
　前記第１の吸収性コアが、２０重量％未満のセルロース系エアフェルト材料を含む、請
求項１～１３のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１５】
　前記第１の吸収性コアが、１重量％未満のセルロース系エアフェルト材料を含む、請求
項１～１４のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、米国特許法第１１９条（ｅ）の定めにより、２０１５年６月２５日に出願さ
れた米国特許仮出願第６２／１８４，３４６号の利益を主張し、この仮出願は参照により
その全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本開示は、異なる成人の身体寸法、体形、及び体型にフィットするように設計され、し
たがって幅広い成人消費者にフィットするように寸法決めされた、使い捨て吸収性物品、
及び使い捨て吸収性物品の群を目的とする。
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【背景技術】
【０００３】
　成人失禁用（「ＡＩ」）物品は、人間の身体からの液体及び他の排泄物を吸収し、封じ
込めて、身体及び衣服が汚れるのを防ぐように設計されている。課題の１つは、尿を封じ
込める必要性を満たすＡＩ物品のラインアップを提供する同時に、数百ポンド（すなわち
数十～数百キログラム（ｋｇ））に及ぶ場合がある多様な着用者の、フィット感及び快適
性に関する要求を満たす物品を提供することである。これらの課題には、乾燥状態及び湿
潤状態の両方における、吸収性コアの嵩高性及び剛性が含まれる。
【０００４】
　消費者の矢状面上の股部の形状は、ＢＭＩが変化するに従って変化する。成人失禁用物
品の場合、この形状は、吸収性コアへの流体の流れ方と吸収され方に影響する。股部を通
る消費者の形状を考慮に入れて吸収性材料を適切に配置することは、液体の分配を助け得
、受入れ率の改善に役立ち得る。これは、湿潤時に、垂れ下がった嵩高な物品外観が生じ
る可能性を低減するのにも役立つ。
【０００５】
　吸収性物品のフィット感及び快適性を改善する必要性が、恒久的に存在している。適正
な被覆度及び性能を提供するために、人体寸法に基づいて、（長手方向及び横断方向に）
異なる寸法を有する吸収性物品を提供することが知られている。本発明者らは今般、物品
の群内の吸収性コアの容量プロファイルを、着用者のサイズ及び形状に具体的に適合させ
るべきであることを見出した。容量プロファイルを、ＢＭＩによって決定される形態変化
（股部を通る形状）に適合させることは、あらゆる消費者に対して適切なフィット感、快
適性、及び保護を可能にするために有益である。加えて、本発明者らは、容量プロファイ
ルと、ＢＭＩによって決定される形態変化との間の相関関係を見出し、これを用いて、漏
れの可能性を低減するだけでなく、群内の物品の所与のサイズについて、フィット感と快
適性も改善することができることを見出した。簡潔に述べると、吸収性コアの容量プロフ
ァイルは、より良い収容性／保護とより良好なフィット感及び快適性をもたらすために、
着用者のＢＭＩに適合させるべきである。
【０００６】
　ボディマス指数（ＢＭＩ）は、女性及び男性の両方に関して全世界的に上昇している。
現在、米国だけでも、成人女性の１／３超が肥満（ＢＭＩ＞３０）であると見なされてい
る。この数字は、過去３０年にわたって大きく変化してきた。１９８０には、肥満であっ
たのは、米国の成人女性の約１６％だけであった。より大柄の女性は、より小柄な女性と
は異なる、身体計測値の比率を示す。すなわち、女性がより大柄になるにつれ、全ての人
体寸法が単純にスケールアップするわけではない。加えて、ＢＭＩの範囲にわたる女性は
更に、腰部及び臀部だけでなく、股部通る部分、特に矢状面に沿っても、非常に異なる体
型も有し得る。現在の成人用吸収性物品の製造業者は、この問題に対する認識及び理解が
不足しており、そのため、消費者のニーズは適切に満たされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許仮出願第６２／１８４，３４６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、改善されたレベルのフィット感、及び身体と成人用吸収性物品との間の改
善された接触を提供して、漏れの発生を減少させ、かつ物品の全体的な性能、フィット感
、快適性、被覆度、及び目立ちにくさを改善するために、様々な体形及び身体サイズ用の
成人用吸収性物品を開発することが求められている。着用者のＢＭＩ及び体形に基づいて
、様々な着用者のために設計された、成人用吸収性物品が明らかに求められている。更に
、そのようなカスタマイズされた成人用吸収性物品の利益を、不快感を起こさせることな
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く（例えば、自分のＢＭＩがもとで女性が非難されたと感じたり、女性に恥をかかすこと
のないように）、分かりやすく（例えば、女性によっては、ＢＭＩの意味を知らない、又
は自分のＢＭＩ数を知らない場合がある）、着用者に伝えることも求められている。
【０００９】
　よって、本開示の目的は、吸収性コアの容量プロファイルが解剖学的な差に対応して設
計され、これによって、群の各サイズがフィットするように意図されているＢＭＩ範囲に
わたって、消費者のニーズを満たすような、吸収性物品及び吸収性物品の群について記述
することである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】前側及び後側腰部区域内に連続したベルトを有するパンツおむつの平面図である
。
【図２】異なるＢＭＩの女性の代表的な体形、及び「股部を通る平坦領域」を示す。
【図３】対象ＢＭＩと「股部を通る平坦領域」との関係を示すグラフである。
【図４】例示的な容量プロファイルＡを備えた例示的な吸収性コアＡを示す。
【図５】例示的な容量プロファイルＢを備えた例示的な吸収性コアＢを示す。
【図６】例示的な容量プロファイルＣを備えた例示的な吸収性コアＣを示す。
【図７】対象ＢＭＩと対象体重との関係を示すグラフである。
【図８】対象ＢＭＩと対象腰部との関係を示すグラフである。
【図９】対象ＢＭＩと対象臀部との関係を示すグラフである。
【図１０】対象ＢＭＩと対象大腿との関係を示すグラフである。
【図１１】ＢＭＩが上昇するにつれて一般的な女性の体形がどのように変化するかを示す
。
【図１２】各ＢＭＩ分類内の女性の体形の変動を示す。
【図１３】一対のフラップを有するパンツおむつの部分切欠平面図であり、おむつの、着
用者に面する内部が、観察者に面している。
【図１４】前側及び後側フラップを有するパンツおむつの部分切欠平面図であり、おむつ
の、衣類に面する外部が、観察者に面している。
【図１５】ベルトが対向する腰部区域を接続している、図１に示すパンツおむつの斜視図
である。
【図１６】フラップが対向する腰部区域を接続している、図１３に示すパンツおむつの斜
視図である。
【図１７】サイドシームがフラップ及び対向する腰部区域を接続している、図１４に示す
パンツおむつの斜視図である。
【図１８】本発明の一実施形態において好適な折り畳まれた外側レッグカフの実施例の、
図１３の線１８－１８に沿った概略断面図である。
【図１９】図１の線１９－１９に沿った、本発明の一実施形態において好適な後部ベルト
状フラップの概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　「プルオン衣類」又は「パンツ」とは、画定された腰部開口部及び一対の脚部開口部を
有する着用物品であって、脚部開口部の中に脚を挿入し腰部上方へと物品を引っ張り上げ
ることによって、着用者の身体上へと引っ張り上げられる、着用物品を指す。
【００１２】
　「使い捨て」とは、洗濯、又は別の方法で衣類として復元若しくは再利用することを目
的としない衣類（すなわち、それらは１回使用後に廃棄されることを目的とし、リサイク
ルされる、堆肥化される、ないしは別の方法で環境に適した方式で処理されることを目的
とする）を意味する。プルオン衣類は、身体から排出された様々な排出物を吸収し封じ込
めるように「吸収性」であり得る。
【００１３】
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　「閉じた形態」とは、連続した腰部開口部及び脚部開口部を形成するために、対向する
腰部区域が結合されていることを意味する。図１５～１７を参照のこと。
【００１４】
　「群」とは、同様の物品構造（例えば、フラップのエラストマー材が［組成的に及び／
又は構造的に］同じである、図形的要素が同じである）を有する、異なるサイズの使い捨
て物品を含むパッケージの陳列を意味し、上記パッケージは、同じブランド及び／又は下
位ブランドを有し、上記パッケージは、小売店の所与の領域内で互いに近位に配向されて
いる。群は、顧客に、通常、異なる個々のパッケージがより大規模ラインナップの一部分
であることを伝える類似のパッケージ要素（例えば、パッケージの材料種類、フィルム、
紙、主要色、設計主題など）を有する製品ラインアップとして市販されている。群は、大
抵の場合、同じブランド、例えば「Ｄｅｐｅｎｄ」、及び同じ下位ブランド、例えば「ｆ
ｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」を有する。異なる群は、ブランド「Ｄｅｐｅｎ
ｄ」及び下位ブランド「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」を有し得る。この
「ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」群と「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗ
ｏｍｅｎ」群との違いには、サイドフラップのエラストマー材が異なることが挙げられ、
「ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、エラストマー材としてストランドを含
み、「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、フィルム状エラストマー材を含
む。更に、「ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、主に緑系フィルムバッグに
包装されており、「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、主にえび茶色の箱
に包装されている点で、パッケージは明らかに異なる。
【００１５】
　更に「群」に関して、同じブランド「Ｃｅｒｔａｉｎｔｙ」を有する２つの別個の「群
」の別の例として、１つのラインアップが、下位ブランド「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒ
ｗｅａｒ」を有する。別の群は、同じ「Ｃｅｒｔａｉｎｔｙ」ブランド及び下位ブランド
の「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」を有し得る。「Ｗ
ｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」群と「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　
ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」群との違いには、サイドフラップのエラストマー材が異なることが
挙げられ、「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、エラストマー材としてストラン
ドを含み、「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、フィ
ルム状エラストマー材を含む。更に、「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、主に
青色のフィルムバッグに包装されており、「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　
ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、主にえび茶色の箱に包装されている点で、パッケージは明らか
に異なる。
【００１６】
　群はまた、ブランド、下位ブランド、並びに／あるいはラインアップにわたる特徴及び
／又は有益性の商標など、同じ商標を有することが多い。
【００１７】
　「オンライン群」とは、共通のオンラインソースによって分配された「群」を意味する
。
【００１８】
　「股部を通る平坦領域」は、股部を通る、近似された長手方向に平坦な、身体の矢状面
上の領域である。これは図２に示されている。
【００１９】
　「コア長さ」は、吸収性コア２００の、前側コア縁部２３６の横方向中点から後側コア
縁部２３８の横方向中点までの、長手方向長さである。
【００２０】
　「ブラケット長さ」は、コア長さを１０で割ったものである。
【００２１】
　「コアブラケット」は、長手方向長さがブラケット長さに等しい、吸収性コア２００の
部分である。各吸収性コアは、等しい長手方向長さのコアブラケット１０個に分割される
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。例えば、図４～６に示すように、コア長さが４０ｃｍの吸収性コアは、１０個のセグメ
ントに分割され、この各セグメントはブラケット長さが４ｃｍである。コアブラケット１

は、吸収性コアの第１区画である。続くコアブラケットｎはそれぞれ、その次のセグメン
トである。コアブラケット１０は、図４～６に示すように、吸収性コアの最後のセグメン
トである。各コアブラケットは、吸収性コア２００の横方向縁部２３７ａ及び２３７ｂか
ら横方向（ｙ方向）に延在する。各コアブラケットは、それぞれの接合された領域内に、
吸収性コアの吸収性材料全てを含む、全体積を備える。
【００２２】
　「吸収性材料」は、液体吸収性材料を指し、例えば、柔らかい材料（例えば、粉砕木材
パルプ、捲縮セルロース塊、化学的に剛化された、修飾された又は架橋されたセルロース
繊維で、これらは全て本明細書において全般に「エアフェルト」と呼ばれる）は、沢山の
空隙を備えて非常にふわふわした構造体をもたらす。加えて、吸収性材料は合成繊維の不
織布ウェブも含んでよく、これには、繊維間の隙間に液体を吸収することができる嵩高ウ
ェブが挙げられる。吸収性材料は更に、超吸収性ポリマー材料（ＳＡＰ）も指し、これに
は例えば、超吸収性ポリマー粒子、繊維又はフォーム、並びに、超吸収性ポリマー材料と
エアフェルトとの混合物が挙げられる。
【００２３】
　「乾燥ブラケット重量」は、各コアブラケットの乾燥重量である。
【００２４】
　「湿潤ブラケット重量」は、３５℃～３７℃の０．９０％食塩水溶液を用いたときの、
各コアブラケットの湿潤重量である。
【００２５】
　「ブラケット容量」は本明細書において、各コアブラケット内の全吸収性材料によって
吸収され得る液体の最大量を指し、グラム（ｇ）で表わされる。各コアブラケットはそれ
ぞれのブラケット容量を有する。
　ブラケット容量ｉ＝湿潤ブラケット重量ｉ－乾燥ブラケット重量ｉ

【００２６】
　「合計コア容量」は、吸収性コアの合計吸収容量である。合計コア容量は、各ブラケッ
ト容量の総和である。
【００２７】
【数１】

【００２８】
　「最大コアブラケット」は、吸収性コア内で最大のブラケット容量である。
【００２９】
　「最小コアブラケット」は、吸収性コア内で最小のブラケット容量である。
【００３０】
　「コアブラケット標準偏差」は、吸収性コア内の全ブラケット容量の標準偏差である。
【００３１】
　「コアブラケット最大差」は、最大コアブラケットと最小コアブラケットの間の差のパ
ーセンテージである。
【００３２】

【数２】

【００３３】
　「容量プロファイル」は、本明細書において、吸収性コアの様々な位置におけるブラケ
ット容量のマップを指す。これは図４～６のグラフで示されている。
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【００３４】
　「臀部」とは、臀部の最大後部突出部の高さでの、身体の外周を意味する。
【００３５】
　「腰部」とは、へその中心（へそ点）の高さでの、腰部の水平周囲を意味する。
【００３６】
　「大腿」とは、大腿と臀部との接合点における大腿の外周を意味し、測定は、大腿の長
軸に対して垂直に行われる。
【００３７】
　「対象腰部」とは、推奨腰部範囲を有する製品に関して、この推奨腰部範囲の中点を意
味する。
【００３８】
　「対象臀部」とは、推奨臀部範囲を有する製品に関して、この推奨臀部範囲の中点を意
味する。
【００３９】
　「対象体重」とは、推奨体重範囲を有する製品に関して、この推奨体重範囲の中点を意
味する。
【００４０】
　「対象大腿」とは、推奨大腿範囲を有する製品に関して、この推奨大腿範囲の中点を意
味する。
【００４１】
　「腰部からの対象ＢＭＩ」は対象腰部から決定され、図８に示されている。これは次式
により計算される。
　（腰部からの対象ＢＭＩ＝ａ＋ｂ×（対象腰部）×ｌｎ（対象腰部）
　式中：
　対象腰部：ｍｍの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝－２．４８３×１０－１

　ｂ＝４．６２５×１０－３

【００４２】
　「臀部からの対象ＢＭＩ」は対象臀部から決定され、図９に示されている。これは次式
により計算される。
　（臀部からの対象ＢＭＩ＝ａ＋ｂ×（対象臀部）×ｌｎ（対象臀部）
　式中：
　対象臀部：ｍｍの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝－１５．５１７
　ｂ＝６．０１０×１０－３

【００４３】
　「体重からの対象ＢＭＩ」は対象体重から決定され、図７に示されている。これは次式
により計算される。
　（体重からの対象ＢＭＩ＝ａ＋ｂ×（対象体重）×ｌｎ（対象体重）
　式中：
　対象体重：ｋｇの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝７．８７９
　ｂ＝６．５２５×１０－２

【００４４】
　「大腿からの対象ＢＭＩ」は対象大腿から決定され、図１０に示されている。これは次
式により計算される。
　（大腿からの対象ＢＭＩ＝ａ＋ｂ×（対象大腿）×ｌｎ（対象大腿）２．５
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　式中：
　対象大腿：ｍｍの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝８．９７９
　ｂ＝１．８６８×１０－６

【００４５】
　「対象ＢＭＩ」とは、腰部範囲が推奨される場合には、腰部からの対象ＢＭＩを意味す
る。腰部範囲が推奨されず、臀部範囲が推奨される場合には、対象ＢＭＩは、臀部からの
対象ＢＭＩを意味する。臀部範囲及び腰部範囲のどちらも推奨されず、体重範囲が推奨さ
れる場合には、対象ＢＭＩは、体重から決定される対象ＢＭＩを意味する。腰部、臀部、
又は体重範囲のいずれも推奨されず、パンティーサイズが推奨される場合には、対象ＢＭ
Ｉは、パンティーサイズから決定される対象ＢＭＩを意味する。パンティーサイズが推奨
されず、衣服サイズが推奨される場合には、対象ＢＭＩは、衣服サイズから決定される。
例えば表１～５を参照されたい。
【００４６】
　表１は、腰部範囲及び体重範囲が推奨される場合の、吸収性物品の対象ＢＭＩの決定方
法の例を示す。
【００４７】
【表１】

【００４８】
　表２及び表３は、腰部範囲、臀部範囲、及び体重範囲が推奨される場合の、吸収性物品
の対象ＢＭＩの決定方法の例を示す。
【００４９】

【表２】

【００５０】
【表３】

【００５１】
　表４及び表５は、腰部範囲及び臀部範囲が推奨される場合のパンティー及び衣類サイズ
の対象ＢＭＩの決定方法の例を示す。
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【表４】

【００５３】
【表５】

【００５４】
　尿失禁がある消費者は、その症状がトラウマとなる場合が多い。公衆の面前で失禁事象
が起きることに対する恐怖など、症状の多くの側面がトラウマの一因となる。吸収性物品
を着用しているときでさえもなお、漏れの恐怖、及び着用者の衣服の下の着用者の吸収性
物品が目立つのではないかという恐怖が依然として存在する。この恐怖は、失禁事象中又
は失禁事象後に物品内に遊離液体が存在することにより悪化し得る。このため、より下着
のような、薄くて、身体の形状と一致する構造体を、全ＢＭＩ範囲にわたって提供するこ
とによって、症状を正常化するのに役立つ製品体験を提供することが、本開示の目的の１
つである。コアを、着用者の解剖学的特徴により良く一致させるプロファイリングは、物
品内の遊離流体を最小限に抑えるための鍵であり、これによって、漏れに対する保護の強
化を提供しながら、信頼性を高め、恐怖／トラウマを低減する。
【００５５】
　体格指数（ＢＭＩ）は、身長と質量に基づいた体形の分類体系である。ＢＭＩは以下の
ように計算することができる。
【００５６】
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【００５７】
　ＢＭＩは、低体重（ＢＭＩ＜２０）、普通体重（ＢＭＩ２０～２５）、体重過多（ＢＭ
Ｉ２５～３０）、肥満（ＢＭＩ３０～４０）、及び病的肥満（ＢＭＩ＞４０）といった、
異なる分類の体重を含む。
【００５８】
　図１１は、一般的な女性の体形が、ＢＭＩの増加とともにどのように変化していくのか
を示している。図１２は、各ＢＭＩ分類内に存在し得る様々な具体的な体形、すなわち、
長方形型（円筒形型としても知られる）、砂時計型、洋ナシ型、及びリンゴ型を示してい
る。女性は通常、ＢＭＩが高いほど、この体型スケールの更に右側に向かって（リンゴ型
に向かって）進む。これらの体形の出現率は、ＢＭＩの範囲にわたって異なり、例えば、
ＢＭＩがより高い女性は、リンゴ型又は洋ナシ型の体形になる傾向がより高くなる。成人
用吸収性物品は、女性着用者と、女性着用者特有の体形又はサイズにぴったり合う可能性
のある物品とをマッチさせるために、正確なＢＭＩ値に焦点を合わせるのではなく（これ
は消費者に不快感を起こさせる可能性がある）、特定の体形（例えば、リンゴ型）の女性
に向けて販売されてもよい。
【００５９】
　ＢＭＩが高くなるにつれて女性の身体の形状が変化する領域の１つは、身体の矢状面上
の、股部を通る平坦領域である。これは、図２、及び図３のグラフに示されている。股部
を通る平坦領域は、吸収性コアがほとんど又は全く曲面を有さない長さで近似され、股部
を通る身体形状の形態により、立位での着用中に実質的に平坦のままである。ＢＭＩが増
加すると、股部を通る平坦領域の長さが増加する。
【００６０】
　より良好なフィット感、より良好に形状適合する物品を得るために、吸収性コアの容量
プロファイルを、股部を通る平坦領域にリンクさせることが望ましい可能性がある。これ
により、強化された身体との接触を提供することで物品の遊離流体を最小限に抑えること
により漏れを低減しながら、各消費者の着用時の快適性を高めることができる。
【００６１】
　流体が身体から排出されると、この流体は吸収性コアの平坦領域に遊離流体として溜ま
る傾向がある。吸収性コアの平坦領域内の吸収性材料の量と身体に接触する量を適切にす
ると、流体取得を改善し、これにより遊離流体を低減し、これにより、吸収性コア内の嵩
高性を最小限に抑えながら漏れを改善する。これは、着用者の解剖学的特性に合致するよ
うコアのプロファイルを設計することにより達成され、このことは、より大きなＢＭＩの
女性にとっては、流体が吸収性コアに取り込まれる表面積の増大を意味する。ＢＭＩが増
加すると、股部を通る平坦領域が増大し、吸収性コアの平坦領域も増大する。よって、製
品群における各サイズに対する対象ＢＭＩが増加するにつれて、吸収性コアの容量プロフ
ァイルを「平坦にする」ことが望ましい可能性がある。
【００６２】
　下記の表６は、図４～６に示す、本発明の３つのパッケージ群の例を示す。これらの吸
収性コアの容量プロファイルは、各パッケージでフィットするよう意図している消費者の
対象ＢＭＩの体形によりよく合致し、これによって、遊離流体の量と漏れの可能性を低減
しながら、より良いフィット感、身体との接触、及び快適性を提供する。
【００６３】
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【表６】

【００６４】
　下記の表７は、表６の群例について、合計コア容量、コアブラケット標準偏差、最大コ
アブラケット、最小コアブラケット、及びコアブラケット最大差の、計算値を示す。対象
ＢＭＩが増加すると、各吸収性コアの容量プロファイルは「より平坦」になる。
【００６５】
【表７】

【００６６】
　これらの本発明の群は、単に非限定的な例として提供されている。その他の本発明の群
が、本開示の範囲内において可能である。例えば、第１物品は、約１０ｇ～約３５ｇのコ
アブラケット標準偏差を有する第１吸収性コアと、群における第２物品は、約１ｇ～約１
５ｇのコアブラケット標準偏差を有する第２吸収性コアとを含み得る。第１吸収性コアは
更に、約４５％～約８５％のブラケット最大差を有し得、第２吸収性コアは、約１％～約
５５％のブラケット最大差を有し得る。第１吸収性コアは更に、約７０ｇ～約９５ｇの最
大コアブラケットを有し得、第２吸収性コアは、約５５ｇ～約８０ｇの最大コアブラケッ
トを有し得る。第１吸収性コアは更に、約１５ｇ～約４５ｇの最小コアブラケットを有し
得、第２吸収性コアは、約３５ｇ～約６５ｇの最小コアブラケットを有し得る。
【００６７】
　吸収性物品
　本開示の吸収性物品は、概して、尿、経血、糞便、又は他の膣分泌物などの排泄物を管
理するように設計及び構成される。
【００６８】
　一実施形態において、吸収性物品は、トップシート、バックシート及びトップシートと
バックシートとの間に少なくとも一部が配置される吸収性コアを含むシャーシを含み得る
。吸収性シャーシは、ウエストバンド、レッグカフ及び／又は弾性ストランドを含み得る
。様々な実施形態において、図１を参照すると、吸収性物品１０の例が、例えば締結要素
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５３ａ及びｂ（図１７に示される）によって腰部開口部を完成させるために腰部区域を結
合する前の、平らな非収縮状態で示されている。
【００６９】
　一実施形態において、図１を参照すると、吸収性物品１０の一方の端部は前側腰部区域
３６として構成されることができ、長手方向に対向する端部は後側腰部区域３８として構
成されることができる。前側腰部区域３６と後側腰部区域３８との間で長手方向に延びる
吸収性物品１０の中間部分は、股部区域３７として構成され得る。一実施形態において、
そのようなものとして例示されていないが、前側腰部区域３６、後側腰部区域３８及び股
部区域３７のそれぞれの長さは、例えば、吸収性物品１０の長さの約１／３であり得る。
他の実施形態において、前側腰部区域３６、後側腰部区域３８、及び股部区域３７のそれ
ぞれの長さは、他の寸法を有してもよい。様々な実施形態において、吸収性物品１０は、
前側腰部区域３６において横方向に延びる前側腰部端縁部１３６、及び長手方向に対向し
かつ後側腰部区域３８において横方向に延びる後側腰部端縁部１３８を有し得る。
【００７０】
　一実施形態において、図１を参照すると、吸収性物品１０のシャーシ１００は、第１の
長手方向に延在する側縁部１３７ａと、横方向に対向しかつ第２の長手方向に延在する側
縁部１３７ｂと、を含み得る。側縁部１３７は両方とも、前側腰部端縁部１３６と後側腰
部端縁部１３８との間で長手方向に延在し得る。シャーシ１００は、前側腰部区域３６内
で横方向に延びる前側腰部端縁部１３６の一部と、長手方向に対向しかつ後側腰部区域３
８内で横方向に延びる後側腰部端縁部１３８の一部と、を形成し得る。更に、シャーシ１
００は、内面１０２、外面１０４、長手方向軸４２、及び横方向軸４４を含み得る。長手
方向軸４２は、前側腰部端縁部１３６の中点を通り、かつ後側腰部端縁部１３８の中点を
通って延び得、一方で横方向軸４４は、第１側縁部１３７ａの中点を通り、かつ第２側縁
部１３７ｂの中点を通って延び得る。
【００７１】
　様々な実施形態において、吸収性物品１０の一部又は全部が、横方向に延伸性であるよ
うに作られてもよい。吸収性物品１０の延伸性は、着用者の運動中に、吸収性物品１０が
着用者の身体にぴったりと一致することを可能にするために、望ましくあり得る。異なる
大きさの着用者に追加的な身体適用範囲を提供するため、すなわち、吸収性物品１０を個
々の着用者に調節するために、介護者が前側腰部区域３６、後側腰部区域３８、股部区域
３７、及び／又はシャーシ１００を延ばすことを可能にするためにも、延伸性は望ましく
あり得る。このような延伸は、股部区域３７が腰部区域３６及び／又は３８よりも比較的
低い度合いで延伸される限りにおいて、ほぼ砂時計型の形状を有する吸収性物品１０を提
供し得る。この延伸はまた、使用中に吸収性物品１０にあつらえた外観を付与し得る。
【００７２】
　吸収性物品のいずれか又は全ての部分は、２０１４年１月２４日に出願された米国特許
出願第６１／９３１，２２９号、題名「ＤＩＳＰＯＳＡＢＬＥ　ＡＢＳＯＲＢＥＮＴ　Ａ
ＲＴＩＣＬＥＳ　ＣＯＭＰＲＩＳＩＮＧ　ＢＡＣＴＥＲＩＯＰＨＡＧＥＳ　ＡＮＤ　ＲＥ
ＬＡＴＥＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」に記載されているバクテリオファージ組成物を含んでもよ
い。
【００７３】
　トップシート
　一実施形態において、図１及び図１９を参照すると、吸収性物品１０はトップシート８
１を含み得る。トップシート８１は、柔軟であり、柔らかな感触であり、着用者の皮膚に
刺激を与えないものであり得、かつ１つ以上の方向において、弾性的に伸縮性であっても
よい。更に、トップシート８１は液体透過性で、その厚さを通して液体（例えば、経血、
尿、及び／又は液状の糞便）が浸透することができてもよい。様々なトップシートはまた
、例えば、親水性材料を含んでもよく、これは体液を、これらの流体が身体から排出され
る際にシャーシ１００の吸収性コア内に引くように構成される。好適なトップシート８１
は、広範な材料、例えば、織布及び不織布材料、有孔若しくはハイドロフォーミングされ
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た熱可塑性フィルム、有孔不織布、多孔質フォーム、網目状フォーム、網目状熱可塑性フ
ィルム、並びに／又は熱可塑性スクリムから製造され得る。好適な有孔フィルムは、米国
特許第３，９２９，１３５号、同第４，３２４，２４６号、同第４，３４２，３１４号、
同第４，４６３，０４５号、同第５，００６，３９４号、同第５，６２８，０９７号、同
第５，９１６，６６１号、同第６，５４５，１９７号、及び同第６，１０７，５３９号に
記載されているものを含むことができる。
【００７４】
　有孔フィルム又は不織布トップシートは、典型的には、排泄物に対して透過性であるが
、非吸収性であり、流体がトップシートを通って戻り着用者の皮膚を再度濡らす傾向を低
減することができる。好適な織布及び不織布材料は、天然繊維、例えば、木質繊維若しく
は綿繊維、合成繊維等、例えば、ポリエステル、ポリプロピレン若しくはポリエチレン繊
維等、又はそれらの組み合わせを含み得る。トップシート８１が繊維を含む場合、当該技
術分野において一般的に既知であるとおり、繊維は例えば、スパンボンド、カード、ウェ
ットレイド、メルトブローン、水流交絡、ないしは別の方法で処理されてよい。
【００７５】
　トップシートはスキンケアローションを含んでもよい。好適なローションの例としては
、限定されるものではないが、米国特許第５，６０７，７６０号、同第５，６０９，５８
７号、同第５，６３５，１９１号、同第５，６４３，５８８号、及び同第５，９６８，０
２５号に記載されているもの、並びに米国特許出願第６１／３９１，３５３号に記載され
ているもの、並びに米国特許出願公開第２０１４－０２５７２１６号に記載されているも
のが挙げられる。これらの組成物以外に、吸収性物品は、米国特許出願公開第２０１４／
０２７４８７０号に記載されているもののような可溶性のシクロデキストリン誘導体を含
んでもよい。
【００７６】
　更に、本開示のトップシートは、米国特許第７，４１０，６８３号に開示されているタ
フト付きラミネートウェブであってもよく、及び／又は、国際出願日２０１４年８月６日
のＰＣＴ／ＣＮ２０１４／０８３７６９号に開示されている有孔ウェブであってもよい。
【００７７】
　一実施形態において、トップシートは、米国特許第７，１６３，５２８号に記載されて
いるように深さの知覚を創り出すように、図形（例えば、図１５の１１６）を含んでもよ
い。
【００７８】
　バックシート
　一実施形態において、図１８及び図１９を参照すると、例えば、吸収性物品１０は、バ
ックシート８３を含み得る。バックシート８３は、流体又は排泄物（例えば、経血、尿及
び／又は液状の糞便）に対して不透過性、又は少なくとも部分的に不透過性であってもよ
く、薄いプラスチックフィルムから製造することができるが、他の可撓性の液体不透過性
材料を使用してもよい。バックシート８３は、吸収性物品１０の吸収性コアに吸収され閉
じ込められた排泄物又は流体が、吸収性物品１０に接触する物品（例えば、ベッドシーツ
、パジャマ、衣類、及び／又は下着）を濡らすことを防ぎ得る。バックシート８３は、織
布若しくは不織布材料、ポリマーフィルム、例えば、ポリエチレン若しくはポリプロピレ
ンの熱可塑性フィルムなどのポリマーフィルム、並びに／又はフィルム及び不織布材料を
含む多層若しくは複合材料（例えば、内側フィルム層及び外側不織布層を有する）を含ん
でもよい。好適なバックシートは、約０．０１２ｍｍ（０．５ミル）～約０．０５１ｍｍ
（２．０ミル）の厚さを有するポリエチレンフィルムを含み得る。ポリエチレンフィルム
の例としては、Ｃｌｏｐａｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，Ｏｈｉ
ｏ）によって製品名ＢＲ－１２０及びＢＲ－１２１にて、並びにＴｒｅｄｅｇａｒ　Ｆｉ
ｌｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（Ｔｅｒｒｅ　Ｈａｕｔｅ，Ｉｎｄ）によって製品名ＸＰ－３９
３８５にて製造されるものがある。
【００７９】
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　バックシートに好適な１つの材料は、約０．０１２ｍｍ（０．５０ミル）～約０．０５
１ｍｍ（２．０ミル）の厚さを有し、例えばポリエチレン又はポリプロピレンを含む、液
体不透過性熱可塑性フィルムであり得る。一般的には、バックシートは、約５ｇ／ｍ２～
約３５ｇ／ｍ２の坪量を有し得る。バックシートは、典型的には、吸収性コアの外側表面
に隣接して位置付けられ、吸収性コアの外側表面に接合することが可能である。例えば、
バックシートは、接着剤の均一な連続層、接着剤のパターン層、又は接着剤の別個の線、
螺旋、若しくは点の配列によって、吸収性コアに固着されてもよい。例示的であるが非限
定的な接着剤としては、Ｈ．Ｂ．Ｆｕｌｌｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉ
ｎｎ．，Ｕ．Ｓ．Ａ．）によって製造され、ＨＬ－１３５８Ｊとして市販されている接着
剤が挙げられる。接着剤のフィラメントのオープンパターンネットワークを含む好適な取
り付け装置の例は、米国特許第４，５７３，９８６号に開示されている。螺旋模様に渦を
巻く接着剤フィラメントのいくつかの線を含む別の好適な取り付け装置は、米国特許第３
，９１１，１７３号、同第４，７８５，９９６号、及び同第４，８４２，６６６号に示さ
れる装置及び方法により例示されている。あるいは、取り付け装置は、熱結合、圧力結合
、超音波結合、動的機械的結合、若しくはその他の任意の好適な取り付け装置、又はこれ
らの取り付け装置の組み合わせを含んでもよい。
【００８０】
　一実施形態において、バックシート８３は、より布様の外観を提供するために、エンボ
ス加工及び／又はつや消し仕上げされてもよい。更に、バックシート８３は、吸収性物品
１０の吸収性コアから蒸気を逃す（すなわち、バックシート８３は通気性である）一方で
、依然として流体又は排泄物がバックシート８３を通過することを防ぐか、又は少なくと
も阻止することができる。一実施形態において、バックシート８３の大きさは、例えば、
吸収性物品１０の大きさ、及び形成される吸収性物品１０の設計又は構成によって決定さ
れ得る。
【００８１】
　吸収性コア
　様々な実施形態において、図１８及び図１９を参照すると、吸収性物品１０は、トップ
シート８１とバックシート８３との間に配置される吸収性コア（「吸収性部材」又は「吸
収性アセンブリ」又は「吸収性構造体」又は「吸収性複合体」とも呼ばれる）２００を含
み得る。吸収性コア２００は、前側腰部区域３６において横方向に延びる前縁部２３６、
長手方向に対向しかつ後側腰部区域３８において横方向に延びる後縁部２３８、第１の長
手方向に延びる側縁部２３７ａ、及び横方向に対向しかつ第２の長手方向に延びる側縁部
２３７ｂを含み得る。側縁部２３７の両方は、前縁部２３６と後縁部２３８との間で長手
方向に延び得る。一実施形態において、例えば、１つを超える吸収性コア２００、又は１
つを超える吸収性コア層が、吸収性物品１０に設けられ得る。吸収性コア２００は、吸収
性物品１０と適合可能な任意の好適な大きさ又は形状であり得る。広く受け入れられ、商
業的に成功した、本開示の吸収性コア２００として使用される代表的な吸収性構造体が、
米国特許第４，６１０，６７８号、同第４，６７３，４０２号、同第４，８８８，２３１
号、及び同第４，８３４，７３５号に記載されている。
【００８２】
　一実施形態において、好適な吸収性コアは、セルロース系エアフェルト材料を含み得る
。例えば、このような吸収性コアは、約４０重量％、３０重量％、２０重量％、１０重量
％、５重量％又は更に１重量％未満のセルロース系エアフェルト材料を含み得る。更に、
このような吸収性コアは主に、少なくとも６０重量％、７０重量％、８０重量％、８５重
量％、９０重量％、９５重量％又は更には約１００重量％の量の吸収性ゲル化材料からな
り得る。更に、吸収性コアの一部は、マイクロファイバー接着剤を含んでもよい（適用可
能である場合）。そのような吸収性コア、マイクロファイバー接着剤、及び吸収性ゲル化
材料は、米国特許第５，５９９，３３５号、同第５，５６２，６４６号、同第５，６６９
，８９４号、同第６，７９０，７９８号、及び同第７，５２１，５８７号、並びに米国特
許公開第２００４／０１５８２１２号に記載されている。
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【００８３】
　一実施形態において、コアシステムを構成する複数の層を含むコアは、米国特許第８，
５３６，４０１号に記載されているように印刷及びエンボス加工されてもよい。
【００８４】
　一実施形態において、コアは、米国特許第６，９８９，００６号、同第７，３８１，２
０２号、同第７，１７５，６１３号、同第７，８２４，３８６号、同第７，７６６，８８
７号、及び同第６，９８９，００５号に開示されているように、シャーシから分離可能で
あってもよい。そのような実施形態では、本開示に記載されている測定は、シャーシのみ
に対して行われてもよく、又はシャーシと分離可能なコア／吸収性アセンブリとの組み合
わせに対して行われてもよい。
【００８５】
　一実施形態において、本開示の吸収性物品、特に、吸収性部材が配置されている部分は
、米国特許第６，６４９，８１０号により、３ｇ／秒を超える体液吸収速度を有してもよ
い。米国特許第６，６４９，８１０号によると、「吸収性部材が配置されている（吸収性
物品の）部分」という表現は、吸収性物品が平らに広げられてその平面図で見たときに、
吸収性部材によって占められている部分を意味することが意図される。
【００８６】
　一実施形態において、吸収性構造体は、米国特許第７，０７３，３７３号により、３を
超える吸収係数を有してもよく、この吸収係数は、吸収性コアの透過性を、正規化された
保持容量（これは、保持容量試験によって、また米国特許第７，０７３、３７３号によっ
て規定される）で割ったものと定義される。
【００８７】
　一実施形態において、吸収性複合体は、米国特許第６，６４９，８１０号により、７５
ｇ／１００ｃｍ２を超える体液吸収性を有する。
【００８８】
　一実施形態において、吸収性物品の対象位置は、米国特許第６，３８３，９６０号によ
り、３６％を超える吸上値を有し得る。
【００８９】
　一実施形態において、吸収性物品は、米国特許第５，８１０，７９６号により、０．０
５～１．０ｇｆの曲げ剛性を有し得る。
【００９０】
　一実施形態において、吸収性物品は、米国特許第６，６４９，８１０号により、３ｇ／
秒を超える股部流体吸収速度を有し得る。一実施形態において、吸収性複合体の凍結乾燥
した複合材料は、米国特許第６，６８９，９３４号により、８０％複合材料飽和レベルに
おいて、少なくとも約１．９立方センチメートル（ｃｃ）の液体／秒の吸水率を有し得る
。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、吸収性コア２００は、米国特許第８，５６８，５６６号
、米国特許公開第２０１２／３１６０４６号、同第２０１４／０２７０６６号、同第２０
１４／１６３５００号、同第２０１４／１６３５０６号、同第２０１４／１６３５１１号
、同第２０１２／３１６５２６号、同第２０１２／３１６５２７号、同第２０１２／３１
６５２８号、同第２０１２／３１６５２９号、同第２０１２／３１６５２３号、同第２０
１４／１６３５０１号、同第２０１４／１６３５０２号、同第２０１４／１６３５０３号
、並びに欧州特許公開第２５３２３２８号、同第２５３２３２９号、同第２７１７８２３
号、同第２７１７８２０号、同第２７１７８２１号、同第２７１７８２２号、同第２５３
２３３２号、同第２７４０４４９号、及び同第２７４０４５２号に記載されているチャネ
ルを含み得る。
【００９２】
　レッグカフ
　一実施形態において、図１３及び図１４を参照すると、吸収性物品１０のシャーシ１０
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０は、長手方向に延びかつ横方向に対向するレッグカフ１４７ａ及び１４７ｂを含んでも
よく、これらは、着用者の方へと内側に向かいかつ着用者と接触するシャーシ１００の内
面上に配置される。レッグカフ１４７ａ及び１４７ｂは、レッグカフ１４７の一方又は両
方の近位縁部に又はこれに隣接して配置される、１つ以上の弾性ギャザー部材を含んでい
てもよい。加えて、レッグカフの弾性ギャザー部材はまた、レッグカフ１４７の一方又は
両方の遠位縁部に又はこれに隣接して配置される１つ以上の弾性ストランド１４６を含ん
でいてもよい。弾性化したレッグカフ１４７は、脚部区域における排泄物又は流体の漏れ
を低減するためのいくつかの実施形態を含み得る。弾性化したレッグカフ１４７は、レッ
グバンド、バリアカフ、弾性カフ、又はガスケッティングカフと呼ばれることがある。好
適な弾性化したレッグカフ１４７は、米国特許第３，８６０，００３号、同第４，９０９
，８０３号、同第４，６９５，２７８号、同第４，７９５，４５４号、同第４，７０４，
１１５号、及び同第４，９０９，８０３号、並びに米国特許出願公開第２００９／０３１
２７３０号に記載されるものを含み得る。レッグカフ１４７は、シャーシ１００の一部を
横方向に内側に、すなわち、長手方向軸４２に向かって折り畳むことにより形成されて、
シャーシ１００のそれぞれのレッグカフ１４７並びに側縁部１３７ａ及びｂを形成するこ
とができる。他の実施形態において、レッグカフ１４７は、追加的な層を、シャーシ１０
０に、シャーシ１００の対応する側縁部１３７ａ及び１３７ｂのそれぞれにおいて、又は
これらに隣接するようにして取り付けることによって形成され得る。一実施形態において
、シャーシ１００はまた、側縁部１３７に隣接して配置される他の弾性体を含んでもよく
、この弾性体は、弛緩させて、それによって前側腰部区域３６の内面１０２を後側腰部区
域３８の内面１０２に向けて引っ張るときに、物品１０が「Ｕ」字型の形状を形成するよ
うにすることができる。
【００９３】
　一実施形態において、各レッグカフ１４７は、近位縁部１５７ａ及び１５７ｂを含み得
る。これらの縁部１５７ａ及び１５７ｂは、遠位縁部１３９ａ及び１３９ｂと比較して、
長手方向軸４２の付近に位置付けられる。レッグカフ１４７は、吸収性コア２００と重な
っていてもよく、すなわち、近位縁部１５７ａ及び１５７ｂは、吸収性コア２００のそれ
ぞれの側縁部２３７ａ及び２３７ｂの横方向内側に位置する。このような重なり合った構
成は、重なり合わない構成で付与される外観よりも完成品に近い外観を吸収性物品１０に
付与するために望ましくあり得る。他の実施形態において、レッグカフ１４７は、吸収性
コア２００と重なっていなくてもよい。
【００９４】
　一実施形態において、各レッグカフ１４７は、前側腰部端縁部１３６に隣接したレッグ
カフ取り付けゾーン（図示せず）で、かつ後側腰部端縁部１３８に隣接した長手方向に対
向するレッグカフ取り付けゾーン（図示せず）で、シャーシ１００の内面１０２に取り付
けられることができる。一実施形態において、レッグカフ取り付けゾーンの間においては
、レッグカフ１４７の近位縁部１５７は自由のままである（すなわち、シャーシ１００の
内面１０２又は吸収性コア２００に取り付けられていない）。また、長手方向に対向する
レッグカフ取り付けゾーンの間において、各レッグカフ１４７は、１つ以上の（特に、１
つのレッグカフ１４７につき１つ、２つ、３つ又は４つの弾性ストランドを含む）長手方
向に伸縮性のカフ弾性ギャザー部材１５９を含んでもよく、これらは、任意の好適な方法
により、レッグカフ１４７の近位縁部１５７に、又はこれと隣接するように配置され得る
。このようなカフ弾性ギャザー部材１５９それぞれが、レッグカフの全長にわたって、又
はレッグカフの長さの一部のみにわたって取り付けられてよい。例えば、このようなカフ
弾性ギャザー部材１５９は、レッグカフの長手方向に対向する端部において、又はその付
近で取り付けられてよく、かつレッグカフ長さの中央において取り付けられていなくてよ
い。そのようなカフ弾性ギャザー部材１５９は、股部区域３７に配置され得、また前側腰
部区域３６及び後側腰部区域３８の一方又は両方の中まで延在し得る。例えば、弾性ギャ
ザー部材１５９は、レッグカフ１４７のそれぞれの近位縁部１５７で、又はこれに近接す
るように取り付けられてよく、前側腰部区域３６及び後側腰部区域３８の両方の中まで延
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在する。
【００９５】
　様々な実施形態において、各カフ弾性ギャザー部材１５９は、例えば、折り畳まれたヘ
ムの内部に包囲され得る。様々な実施形態において、カフ弾性ギャザー部材１５９は、レ
ッグカフ１４７を形成する２つの層の間に、シャーシ１００の２つの層によって挟まれて
よく、又はシャーシ１００若しくはレッグカフ１４７の表面上に取り付けられ、露出され
たままであってもよい。
【００９６】
　一実施形態において、各レッグカフの近位縁部１５７に隣接して配設されたカフ弾性ギ
ャザー部材１５９は、伸張されると、レッグカフ近位縁部１５７が、シャーシ１００の平
坦な非収縮長さ（例えば、シャーシ１００の長さ）まで延びることを可能にする。弛緩さ
せたとき、カフ弾性ギャザー部材１５９は収縮して前側腰部区域３６及び後側腰部区域３
８を互いに向かって引っ張り、それによって物品１０を「Ｕ」字型に曲げ、ここで「Ｕ」
字型の内側は、着用者の身体に向けて配置されるように意図される物品１０の部分（すな
わち、内面１０２）によって形成され得る。近位縁部１５７のそれぞれは、長手方向に配
向されるレッグカフ取り付けゾーンの間において自由なままであるため、弾性ギャザー部
材１５９の収縮力は、レッグカフ１４７の近位縁部１５７を、シャーシ１００の内面１０
２から離すようにして持ち上げることができる。物品１０が弛緩状態であるとき、近位縁
部１５７がこのように持ち上がると、レッグカフ１４７は、排泄物の漏れを防止する、又
は少なくとも阻止する、サイドバリアとして機能する位置に持ち上がる。
【００９７】
　許容可能なレッグカフ１４７の例は、２０１２年４月２７日出願の米国特許仮出願第１
３／４５７，５２１号に開示されている（‘５２１出願の図８ａ～ｔに開示されている構
成を含む）。
【００９８】
　ウエストバンド
　一実施形態において、図１４を参照すると、物品１０は、弾性化したウエストバンド１
１２ａ及びｂを含んでもよい。弾性化したウエストバンドは、改善されたフィット感及び
収容性を提供することができ、また、弾性的に拡張し、横方向に収縮して着用者の腰部に
動的にフィットするように構成されてもよい。弾性化したウエストバンドは、吸収性物品
１０の腰縁部から、吸収性コア２００の腰縁部に向かって長手方向に延在し得る。一実施
形態において、吸収性物品１０は、２つの弾性化したウエストバンドを有してもよく、１
つは後側腰部区域３８内に位置付けられ、もう１つは前側腰部区域３６内に位置付けられ
るが、他のパンツ実施形態は、単一の弾性化したウエストバンド８２で構成されてもよい
。弾性化したウエストバンドは、米国特許第４，５１５，５９５号及び同第５，１５１，
０９２号に記載されるものを含む、多くの異なる構成で構築されることができる。
【００９９】
　一実施形態において、弾性化したウエストバンドは、「予め歪ませた」又は「機械的に
予め歪ませた」（すなわち、材料を恒久的に伸長させるため、ある程度の局所的パターン
で機械的に伸長された）材料を含んでもよい。材料は、好適な深いエンボス加工技術を使
用して予め歪ませてもよい。他の実施形態において、材料は、米国特許第５，３３０，４
５８号に記載される漸増機械的伸長システムによって材料を方向付けることによって予め
歪ませてもよい。材料は、その後、それらの実質的に張力がない状態まで戻されてもよく
、したがって、少なくとも最初の伸張点まで延伸性がある、ゼロ歪みの伸張材料が形成さ
れる。ゼロ歪み材料の例が、米国特許第２，０７５，１８９号、同第３，０２５，１９９
号、同第４，１０７，３６４号、同第４，２０９，５６３号、同第４，８３４，７４１号
、及び同第５，１５１，０９２号に開示されている。
【０１００】
　フラップ
　フラップ１８９（ａ～ｄ）は、シャーシ１００と別個であってもよいし、又はシャーシ
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１００と一体化していてもよい。別個のフラップは、シャーシ１００に結合される別個の
要素として形成される。いくつかの実施形態において、別個の要素としては、前側腰部区
域３６及び／又は後側腰部区域３８でシャーシの側縁部１３７ａ及びｂに結合されている
複数のフラップ（例えば、２つ又は４つ）（多くの場合に耳パネル又はサイドフラップと
呼ばれる）が挙げられる（図１及び図１３～１７参照）。他の実施形態において、別個の
要素としては、シャーシ１００の前側及び後側（又は後部）腰部領域にわたって、少なく
ともシャーシ１３６及び１３８の端縁部にわたって結合されている、前側及び／又は後側
ベルト状フラップ（「ベルト」）を挙げることができる（図１及び図１９参照）。いくつ
かの実施形態において、ウエストバンド１１２はフラップと重なり合って、連続したベル
ト状構造体を形成することができる（図１４参照）。
【０１０１】
　ベルト状フラップは、内側不織布層及び外側不織布層、並びにそれらの間に弾性体を含
んでもよい。内側及び外側不織布層は、接着剤又は熱可塑性結合剤を使用して結合され得
る。様々な好適なベルト状フラップ構成は、米国特許公開第２０１３－０２１１３６３号
に見出すことができる。
【０１０２】
　一体化されたフラップは、長手方向縁部から横方向外側に突出するシャーシの一部（１
つ以上の層）である。一体化されたフラップは、シャーシを切断してフラップの突起部の
形状を含むことによって形成され得る。
【０１０３】
　このベルト状フラップを有する適用例で説明した実施形態の多くはパンツ型物品である
が、テープ型物品も同様に一方又は両方の腰部区域に配置されたベルト状フラップを有す
ることができる。
【０１０４】
　フラップの構造は、吸収性物品の機能性において重要な役割を果たし、下着に使用され
る弾性体とは根本的に異なる。前述したように、ＳＵＩ及びＵＵＩなどの失禁事象は、高
流量及び／又は充満した膀胱からの放出をもたらし得る。失禁事象中に排出される尿の量
は、尿失禁の種類、並びに最後にトイレに行ってからの時間、摂取した流体の量、日中又
は夜間等といった他の状況によって大きく異なる。充填量は、数滴の尿から６００ｍＬま
で様々であり得る。１回の充填量が３００、４００、及び更には５００ｍＬに達すること
も珍しくはない。これらの充填量レベルは、１ポンド以上（すなわち０．４５３５９２３
７　ｋｇ以上）になり得る充填量に付随して、かなり大きな下方向への力を呈する。この
下方向への力は、弛み、空所化、及び漏れを最小限にするために、吸収性物品シャーシに
よって相殺されなければならない。充填後にも物品のフィット感を維持するために、物品
は、物品のサイドシーム２８０ａ及びｂに近接して、かつこれらに沿って配設され（例え
ば、図１５を参照し、図中、エラストマー要素１４６は、物品のシーム２８０ａ及びｂの
近くで、かつシーム２８０ａ及びｂの長さに沿って終端している）、片側から他側に向か
って横方向に延在する、エラストマー要素（１つ又は複数）１４６（フィルム及び／又は
ストランドなど）を含む。これらのエラストマー要素（１つ又は複数）は、物品を固定す
るのに十分な垂直力を、身体に対して生じさせなければならない。エラストマー要素（１
つ又は複数）の位置、並びにエラストマー要素（１つ又は複数）によって加えられる力は
、臀部の位置で、また身体に沿って適切に固定するのを確実にするように（具体的には前
側腰部区域にわたって、後側腰部区域内で）変化させることができる。充填された物品の
フィット感を維持するのに役に立つ固定の一形態は、１９９４年１０月２５日にＬａＶｏ
ｎらに発行された米国特許第５，３５８，５００号、「Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃ
ｌｅｓ　Ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ　Ｓｕｓｔａｉｎｅｄ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｆｉｔ」に開示さ
れている。腰縁部及び脚縁部に沿って弾性体を有する通常の下着は、通常は、３００～６
００グラムの重量が下着の股部区域に加えられたときに下着のフィット感を維持するのに
十分なだけの支持を提供しないことにも留意されたい。このパラグラフは、充填量が多く
なるのに伴ってフィット感を低下させる力を克服するために、なぜ吸収性物品の適切な本
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体上昇／長さが、接触及びガスケッティング、並びに身体に対する適切な固定を維持する
ために重要であるかという、別の根本的な理由を示す。
【０１０５】
　シーム２８０ａ及びｂは、それぞれ、約１５０ｍｍ～約２００ｍｍ、約１６０ｍｍ～約
１９０ｍｍ、又は約１７０ｍｍ～約１８０ｍｍであり得る。これらのシームは、フラップ
の重なり合う部分である（すなわち、重なり合う又は当接するフラップの腰部開口部から
脚部開口部までの距離）。
【０１０６】
　締結システム
　吸収性物品２０はまた、締着システムを含んでもよい。締結時、締結システムは、前側
腰部区域３６と後側腰部区域３８とを相互に接続し、吸収性物品１０の着用時に、着用者
を取り囲むことができる腰部の外周となる。前側腰部区域と後側腰部区域とを接続する締
結要素は、再締結可能なサイドシームを形成する。これは、後側腰部区域のフラップ１８
９ａ及びｂが前側腰部区域のフラップ１８９ｃ及びｄと相互接続することにより、又は後
側腰部区域のフラップが前側腰部区域のシャーシ１００と相互接続することにより、達成
され得る。締結システムは、例えば、テープタブ、フック・ループ式締結要素、タブ及び
スロットのような噛合締結具、バックル、ボタン、スナップ、並びに／又は雌雄同体締結
要素等の締結具５３ａ及びｂを含むことができるが、その他の既知の任意の締結手段も、
一般に許容可能である。締結具は、織布であっても不織布であってもよいランディング区
域１１８と取り外し可能に係合し得る。いくつかの代表的な表面締結システムは、米国特
許第３，８４８，５９４号、同第４，６６２，８７５号、同第４，８４６，８１５号、同
第４，８９４，０６０号、同第４，９４６，５２７号、同第５，１５１，０９２号、同第
５，２２１，２７４号に開示されている。特に、フラップは、２０１２年６月２９日に出
願された米国特許出願第６１／６６６，０６５号、題名「ＤＩＳＰＯＳＡＢＬＥ　ＡＢＳ
ＯＲＢＥＮＴ　ＲＥＦＡＳＴＥＮＡＢＬＥ　ＰＡＮＴＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＦＯ
Ｒ　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＩＮＧ　ＴＨＥ　ＳＡＭＥ」の、図３Ａ～Ｃ及び図４Ａ～ｋで
の記述及び図示に従って構成することができる。更に、本開示の吸収性物品は、米国特許
仮出願第６１／６６６，０６５号の説明及び図に従って製造され得る（例えば、‘０６５
号出願の図５～図１０Ｃを参照のこと）。例示的な噛合締結システムは、米国特許第６，
４３２，０９８号に開示されている。締結システムは、米国特許第４，９６３，１４０号
に開示されるように、使い捨て構成において物品を保持するための手段も提供することが
できる。締結システムはまた、米国特許第４，６９９，６２２号に開示されるように、一
次及び二次締結システムを含むことができる。締結システムは、米国特許第５，２４２，
４３６号、同第５，４９９，９７８号、同第５，５０７，７３６号、及び同第５，５９１
，１５２号に開示されているように、重なり合っている部分のずれを低減するか、又はフ
ィット感を改善するように構成されてもよい。
【０１０７】
　同一又は実質的に同一のシャーシ
　米国特許公開第２０１３－０２１１３５５号に開示されているように、異なるサイズの
着用者にフィットするが、同一又は実質的に同一のシャーシを含む、パッケージの群を提
供することが望ましくあり得る。例えば、群は、第１のサイズの吸収性物品を含む第１の
パッケージを含み得、第２のパッケージは、第２のサイズの吸収性物品を含み得、第１の
パッケージ及び第２のパッケージは、米国特許公開第２０１３－０２１１３５５号に記載
されているような同一の又は実質的に同一のシャーシを含む。より具体的には、第１のパ
ッケージは第１のシャーシを含み得、第２のパッケージは第２のシャーシを含み得、第１
のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、横方向中心線でのコア幅、前側又は後側コ
ア末端部の一方でのコア幅、左外側カフの遠位縁部から右外側カフの遠位縁部までの距離
、左内側カフの遠位縁部から左外側カフの遠位縁部までの距離、左内側カフの近位縁部か
ら右内側カフの近位縁部までの距離、左内側カフの近位縁部から左外側カフの遠位縁部ま
での距離、内側カフの自由高さ、内側カフのヘム折り畳み幅、内側カフの弾性体長さ、外
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側カフの弾性体長さ、コア長さ、及びバックシート幅のうちの１つ以上の同一の寸法を含
む。
【０１０８】
　更に、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、トップシート、バックシート
フィルム、バックシート不織布、コア超吸収性ポリマー、コアパルプ、コア不織布、コア
ティッシュ、レッグカフフィルム、レッグカフ不織布、超吸収性ポリマー接着剤、コア不
織布接着剤、レッグカフ弾性体接着剤、及びバックシート不織布／フィルム接着剤のうち
の１つ以上の同一の化学組成を含んでもよい。
【０１０９】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、トップシート、バックシート
フィルム、バックシート不織布、コア超吸収性ポリマー、コアパルプ、レッグカフ不織布
、レッグカフフィルム、超吸収性ポリマー接着剤、レッグカフ接着剤、及びバックシート
不織布／フィルム接着剤のうちの１つ以上の同一の坪量を含んでもよい。
【０１１０】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、組成的に同一のコアの超吸収
性ポリマーを含んでもよい。第１のシャーシ及び第２のシャーシは、前側腰部区域、後側
腰部区域、及び股部区域のうちの少なくとも１つにおいて、同一の構成要素の断面形式及
び配置を有してもよい。第１のシャーシ及び第２のシャーシの内側レッグカフは、組成的
に同じ材料からなってもよい。
【０１１１】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのコア接着剤は、同じ接着剤（１つ又は複数
）であってもよい。第１のシャーシ及び第２のシャーシは、同じ化学クラス及びサブクラ
ス内のコア超吸収性ポリマーを含んでもよい。
【０１１２】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、第１の濡れインジケータ及び
第２の濡れインジケータをそれぞれ含んでもよく、その場合、第１の濡れインジケータ及
び第２の濡れインジケータは組成的に同じである。
【０１１３】
　更に、第１のシャーシ及び第２のシャーシの内側レッグカフは、前側腰部区域、後側腰
部区域、及び股部区域のうちの少なくとも１つにおいて同一の構成要素の断面形式及び配
置を有してもよい。左外側カフの遠位縁部から右外側カフの遠位縁部までの距離は同じで
あってもよい。左内側カフの近位縁部から左外側カフの遠位縁部までの距離は同じであっ
てもよい。左内側カフの近位縁部から右内側カフの近位縁部までの距離は同じである。内
側及び外側カフの長さは、同じである。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、吸収性物品が異なるサイズの着用者にフィットするのを可能
にするためにフラップ又はベルトを使用することができるので、群内に提供される異なる
サイズは、同一又は実質的に同一のシャーシを有し得る。例えば、第１の吸収性物品及び
第２の吸収性物品は、（組成的に、寸法的に、断面的に）同一のシャーシを有することが
できるが、第１の物品は第２の物品よりも小さな着用者にフィットすることを対象とする
ことができるように、第１の物品は、ベルトの配置の関係で異なる長さを有してもよい。
第２の例として、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、（組成的に、寸法的に、断
面的に）同一のシャーシを有することができるが、第１の物品は第２の物品よりも小さな
着用者にフィットすることを対象とすることができるように、第１の物品は、ベルトのサ
イズの関係で異なる長さ及び／又は幅を有してもよい。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、組成的に同一で
あるが、寸法的に及び断面的に異なるシャーシを有してもよい。いくつかの実施形態では
、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、寸法的に同一であるが、組成的に及び断面
的に異なるシャーシを有してもよい。いくつかの実施形態では、第１の吸収性物品及び第
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てもよい。更に他の実施形態では、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、（１）組
成的、（２）寸法的、及び（３）断面的のうちの２つにおいて同一であるが、３つとも同
一ではないシャーシを有してもよい。
【０１１６】
　試験方法
　ブラケット容量
　各測定は、別個の類似検体１０個に対して実施され、この１０個の別個の類似検体の平
均が、その具体的な検体セットの測定値と見なされる。１０個の別個の類似吸収性物品又
は吸収性コアサンプルを提供する。このサンプルは、温度１５℃～３５℃、相対湿度３５
％～７５％の同じ条件で、試験前に少なくとも２時間、調整準備される。
【０１１７】
　長さ測定は全て、ＮＩＳＴ又はその他の標準規格機関で追跡可能なルーラーを使用して
行われ、＋／－１．０ｍｍ単位の精度を有する。
【０１１８】
　重さ測定は全て、ＮＩＳＴ又はその他の標準規格機関で追跡可能な秤を使用して行われ
、＋／－０．１グラム単位の精度を有する。
【０１１９】
　吸収性物品サンプルから、吸収性コアを直接包んでいない全ての層（例えば、トップシ
ート及びバックシート、並びに、吸収性材料に影響しないその他の層）を除去する。ルー
ラーを用いてコア長さを決定する。これは、吸収性コアの長手方向長さ（図４～６を参照
して、製品の長手方向軸に対して平行）を、前側縁部２３６の横方向中点から、後側縁部
２３８の横方向中点まで、測定することによって行われる。＋／－１．０ｍｍ単位で測定
する。
【０１２０】
　このコア長さを１０で割り、ブラケット長さを決定する。
【０１２１】
　吸収性コアの前側コア縁部２３６から、このブラケット長さに等しい長手方向距離を、
＋／－１．０ｍｍ単位で測定する。鋭いはさみを用いて、側縁部２３７ａから側縁部２３
７ｂまで切断し、吸収性コアの前側縁部に隣接する第１コアブラケットを切り取る。この
切断線は、横方向であり、吸収性コアの長手方向軸に対して垂直となるようにする。これ
がコアブラケット１である。吸収性コアが１０個の等しい長手方向長さセグメントに切断
されるまでこれを繰り返す。これらはそれぞれ、ブラケット長さに等しい長手方向長さを
有し、続くセグメントは順に番号付けられ、最後のセグメントはコアブラケット１０とな
る。図４～６を参照のこと。
【０１２２】
　各コアブラケットの重量を＋／－０．１グラム単位で測定し、乾燥ブラケット重量を決
定する。１～１０の各コアブラケットは、それぞれ対応する乾燥ブラケット重量を有する
。例えば、コアブラケット１は乾燥ブラケット重量１を有する。
【０１２３】
　深さ約１０ｍｍ×幅１２０ｍｍ×長さ２２０ｍｍの寸法のトレイを使用する。このトレ
イに、３５℃～３７℃の０．９０％食塩水溶液を入れる。
【０１２４】
　湿潤ブラケット重量を測定する。まず、各コアブラケットをこの溶液に入れ、５分間置
く。５分後、各コアブラケットを取り出し、＋／－０．１グラム単位で重量を測定する。
【０１２５】
　湿潤ブラケット重量から乾燥ブラケット重量を差し引くことにより、各コアブラケット
のブラケット容量を決定する。
　ブラケット容量ｉ＝湿潤ブラケット重量ｉ－乾燥ブラケット重量ｉ
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